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清⽔千弘⼀橋⼤学教授監修の下、当社所属の不動産鑑定⼠等が執筆いたしました。
現在の社会情勢に不動産鑑定評価基準を照らし、不動産鑑定評価の必要性及び不

動産鑑定⼠の存在意義を再認識する内容です。不動産の専⾨家、不動産事業会社で取
得・運営等に携わる⽅、不動産市場に関⼼のある⽅にも読んでいただきたい⼀冊です。
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